




 

 

第二次すみだ環境の共創プランの中間改定にあたって 

 

 

 第二次すみだ環境の共創プラン（平成 28 年度～令和７年度）は、2016（平成 28）

年３月に「みんなで創る環境にやさしいまち すみだ」の実現に向け、区民・事業

者・行政が協働し環境問題を解決していくという考え方を基本に据えて策定しま

した。このたび、社会状況の変化や新たな課題に対応していく必要があることか

ら、墨田区基本計画と整合を図りつつ、中間改定を行いました。 

今回の改定では、世界共通の課題である気候変動への適応、脱炭素社会の実現

に取り組むことを大きな特徴としています。ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間

パネル）第６次報告書（2021 年８月９日）では、「人間の活動の影響によって大気、

海洋、陸域が温暖化していることは疑う余地がない。」と述べられ、地球温暖化防

止のための方策が追求されています。 

 本区は、この間、2021（令和３）年５月に内閣府の「ＳＤＧｓ未来都市」に選定

されるとともに、同年 10 月には、地球温暖化防止の行動を加速化するため、「す

みだゼロカーボンシティ 2050 宣言」を表明しました。 

 また、新型コロナウイルス感染症の拡大を契機とした“新たな日常”において

も、環境に配慮した社会・経済活動を推進し、終息後の未来に向けてまちづくり

を進めていくことが求められます。 

 今後、かけがえのない地球を子どもたちに引き継いでいくため、区民の皆さん

が実践可能な環境配慮への取組を普及していくとともに、環境教育を強化し、脱

炭素社会に向けたまちづくりを推進していきますので、一層の御理解と御協力を

お願いいたします。 

本プランに掲げる施策を着実に推進し、2050 年のゼロカーボンシティ実現とい

う大きな目標達成に向けて、共に前進させていきましょう。 

結びに、本計画の改定にあたり、墨田区環境審議会及びすみだ環境共創区民会

議の皆様をはじめ、貴重な御意見をいただきました多くの皆様方に厚く御礼申し

上げます。 

 

 

 

 

 

２０２２（令和４）年３月         

 

墨田区長  
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